
：車中からの確認

エリア 現地調査項目
審議の論点のうち
重点確認項目　他

設備概要　等

海水ポンプ予備モータ (自主対応設備)
非常用ディーゼル発電機などの安全系機器
に冷却用海水を供給するための海水ポンプ
の予備品。（３号用：１台）

重油タンク 電源の信頼性
【電源要求機能】
非常用ディーゼル発電機、緊急時対策所非
常用発電機への燃料補給用タンク。

軽油タンク
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
①炉心損傷防止対策等

【重大事故対処設備】
各ポンプ車への燃料補給用タンク。

ミニローリー車 電源の信頼性
【電源要求機能】
非常用ディーゼル発電機、緊急時対策所非
常用発電機への燃料補給用。

ゼオライト
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
③放射性物質拡散抑制
対策

【放射性物質拡散抑制設備】
海洋への放射性物質の拡散を抑制する。

構内樹木(森林火災関係)
自然現象に対する考慮
(森林火災)

【外部からの衝撃による損傷の防止】
森林火災評価による火線強度の強い箇所、
追加伐採する箇所。

斜面確認 耐震性能
【地震の波及的影響（アクセスルート周辺
斜面）】
パノラマ館南東側斜面。

各種ポンプ車
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
①炉心損傷防止対策等

【重大事故対処設備】
中型ポンプ車･･･原子炉および使用済燃料
ピットへの海水注水、原子炉格納容器再循
環ユニットへの海水供給(過圧破損防止)。
加圧ポンプ車･･･中型ポンプ車と連結し、
原子炉低圧時の冷却に使用。
大型ポンプ車･･･放水砲と連結し、原子炉
格納容器、使用済燃料ピットに放水、放射
性物質の拡散抑制を図る。

大型放水砲
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
③放射性物質拡散抑制
対策

【重大事故対処設備】
大型ポンプ車と連結し、原子炉格納容器、
使用済燃料ピットに放水、放射性物質の拡
散抑制を図る。

代替炉心注入配管接続口
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
①炉心損傷防止対策

【重大事故対処設備】
ポンプ車から接続し、建屋外部から炉心に
注入できる接続口。

空冷式非常用発電装置 電源の信頼性

【電源要求機能】
外部電源および非常用ディーゼル発電機機
能喪失時の常設非常用発電装置。
（1825kVA電源車×２台）

電源車(300kVA､75kVA) 電源の信頼性

【電源要求機能】
300kVA･･･全交流電源喪失時の可搬型電
源。
75kVA･･･全交流電源喪失時の可搬型直流電
源。

亀浦配電線 (自主対応設備)
電源の多様化を図るため亀浦変電所から配
電線（66kV）を敷設。

３号南側斜面確認 耐震性能
【地震の波及的影響（アクセスルート周辺
斜面）】
３号南側斜面。

現地調査内容（案）

屋外
標高84ｍ

屋外
標高32ｍ
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エリア 現地調査項目
審議の論点のうち
重点確認項目　他

設備概要　等

海水ピットエリア
(海水ポンプ、堰、水位計
など)

･耐津波性能
(自主対応設備)
･自然現象に対する考慮
(竜巻)

【既設】
・海水ポンプ
【耐津波機能】
・堰･･･海水ポンプの取水機能を保持する
ため、引き津波時に｢閉｣動作するフラップ
ゲート付き堰を設置。（写真にて説明）
・海水ピット水位計･･･海水ピット内
T.P.+5.0ｍに設置。
【外部からの衝撃による損傷の防止】
・マンホールなどの飛散防止対策。

可搬設備保管場所(分散配
置)
・各種ポンプ
・電源車(300kVA､75kVA)

･ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
 ①炉心損傷防止対策等
･電源の信頼性

【重大事故対処設備】
中型ポンプ車、加圧ポンプ車
【電源要求機能】
300kVA電源車、75kVA電源車

原子炉格納容器
再循環ユニット
(ダクト開放機構)

ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
②原子炉格納容器破損
防止対策

【重大事故対処設備】
重大事故時には原子炉格納容器再循環ユ
ニット空調ダクトが水没することを想定
し、上方にダクト開放機構を設置、更にユ
ニット冷却コイルに海水も通水可能とする
ことで、原子炉格納容器内の水蒸気を凝縮
させ、自然対流による循環冷却で圧力を抑
制する。

静的触媒式水素再結合装置
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
②原子炉格納容器破損
防止対策

【重大事故対処設備】
事故時、格納容器内で発生した水素が触媒
プレート表面で空気中の酸素と反応して水
蒸気に変換され水素濃度を低減する。(駆
動源不要)

イグナイタ (自主対応設備)

静的触媒式水素再結合装置のバックアップ
として自主設置したもので、事故時の原子
炉格納容器内での水素発生時に、電気式水
素燃焼装置により強制的に水素を燃焼さ
せ、水素濃度を低減する。
(ヒータにより水素温度を上昇、水素と酸
素の結合を促進させる)

使用済燃料ピット周り
(小型放水砲､計器､ｸﾚｰﾝ他)

･ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
･耐震性能

【重大事故対処設備】
・小型放水砲･･･使用済燃料ピット水位が
異常に低下した場合、中型ポンプ車で汲み
上げた海水を小型放水砲からスプレイし、
燃料の著しい損傷を緩和する。
・水位計･･･使用済燃料ピット内燃料の冠
水状態を監視できるよう、燃料上端近傍ま
でを計測範囲とする水位計を設置。
【地震の波及的影響（基準地震動による使
用済燃料への影響評価）】
・使用済燃料ピットクレーン

代替原子炉格納容器スプレ
イポンプ

ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
①炉心損傷防止対策等

【重大事故対処設備】
原子炉格納容器スプレイポンプ機能喪失時
に、原子炉への注水、原子炉格納容器スプ
レイ、原子炉格納容器下部に落下したデブ
リへの注水を行うために設置。

窒素ボンベ(加圧器逃がし
弁用)

ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
①炉心損傷防止対策

【重大事故対処設備】
加圧器逃がし弁作動用空気が喪失した時の
代替となる窒素ボンベを設置。
加圧器逃がし弁は、事故時、一次冷却材系
統の圧力が上昇した場合に、加圧器の蒸気
を逃がすことで減圧するための圧力制御
弁。

屋外
標高10ｍ

原子炉
格納容器

内

管理区域



エリア 現地調査項目
審議の論点のうち
重点確認項目　他

設備概要　等

高圧注入ポンプ
(浸水防止堰､冷却用海水放
出配管)

･内部溢水に対する考慮
･ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
 ①炉心損傷防止対策

【溢水による損傷防止】
浸水防止堰･･･高圧注入ポンプ室内におけ
る溢水から補助油ポンプを保護するため、
補助油ポンプ周りに堰を設置。
【重大事故対処設備】
高圧注入ポンプ冷却用海水放出配管
　･･･事故時に、高圧注入ポンプの冷却水
(原子炉補機冷却水)が喪失した場合でもポ
ンプの運転が継続できるよう、冷却水とし
て海水を供給できるよう配管を設置。

原子炉格納容器ｽﾌﾟﾚｲﾎﾟﾝﾌﾟ
自己冷却配管

(自主対応設備)

事故時に、原子炉格納容器スプレイポンプ
の冷却水(原子炉補機冷却水)が喪失した場
合でもポンプの運転が継続できるよう、ポ
ンプ吐出配管から冷却水を供給できるよう
自己冷却配管を設置。

蒸気発生器代替注水ポンプ (自主対応設備)

蒸気発生器への給水は、既設のタービン動
補助給水ポンプ(1台)と電動補助給水ポン
プ(2台)があるが、代替注水機能の強化を
図るため、同等の機能を有するポンプを設
置。

中央制御室
(放射線監視装置､ﾏｽｸ､ﾌﾛｱ
ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ､津波監視設備)

･ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
･火災に対する考慮
･耐津波性能

【原子炉制御室等】
放射線監視装置、通信設備、マスクなど
【火災による損傷の防止】
フロアケーブルダクト消火設備
　･･･火災による損傷拡大防止の観点か
ら、ハロン自動消火設備を設置。
【耐津波機能】
津波監視設備･･･原子炉建屋屋上に設置し
た海面監視カメラの映像により中央制御室
にて津波監視が可能。

タービン動補助給水ポンプ (既設) タービン動補助給水ポンプ

蓄電池室 電源の信頼性

【電源要求機能】
全交流電源喪失事故時に、直流電源につい
て、負荷切り離しを行わずに８時間、その
後必要な負荷以外を切り離して１６時間電
源供給が可能な蓄電池設備。

水密扉 耐津波性能

【耐津波機能】
津波に対する信頼性向上の観点から、原子
炉建屋海側の扉、貫通部に対し、T.P+14.2
ｍまでの浸水対策を実施。

緊急時対策所
(通信設備､換気空調設備､
非常用電源､可搬型代替ﾓﾆ
ﾀ)

･ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ対策
 ④指揮所等の支援機能
  の確保
･耐震性能

【緊急時対策所】
各種通信設備、換気空調設備、非常用予備
発電装置、可搬型代替モニタ
【耐震機能】
免震構造

訓練設備(ｺﾁﾜｷﾎｰﾙ) －
緊急時対応訓練設備(配管接続訓練、ケー
ブル接続訓練　など)

管理区域
外
(建屋内)

その他


